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                      論   文   の   要   旨 
 
















 2 つ目のアプローチは，世界各地ですでに高精度観測が行われている日射（短波放射; RS）を用いた PAR
推定方法を確立することである。これまでにも PAR/RS を用いる推定方法や，PAR/RS に気象要因（太陽天頂
角:θ，水蒸気圧:e，clearness index: kT）を組み合わせる推定方法が報告されているが，PAR 推定式を作
成するときに使用した PAR データに不確実性が含まれているために，いまだ確立されたものはない。この
PAR/RS は，PARがエネルギーで表されるか(PE)，光量子で表されるか(PP) によって，PE/RS, PP/RSという 2
つのタイプが存在する。さらに，2 タイプの PAR を変換する PP/PE も存在する。そこで，著者は上述の分光
観測システムによる高精度な PAR 値と，高精度な日射観測値を用いて，これらの PAR比と気象要因との関係
を明らかにした。 
 本研究の結果を用いて，著者は RS を用いた PAR 推定式を作成し，地球規模での PAR 推定を行った。これ
により，多くの生態系モデルの入力値として用いられている PARの推定精度向上が期待される。 
 
      審   査   の   要   旨 




高精度化し, 地球規模での炭素循環や, 気候変動の研究にインパクトを与えるものである。以上を勘案し, 本
研究の, 環境学への貢献は大きなものと評価される。 
 平成 29年 1月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い, 本論文について著者に説明を求め, 関連事項について質疑応答を行った。その結果, 審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって, 著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
